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対馬南警察署協議会第３回会議議事概要

自 13時30分
日 時 令和３年７月28日 水曜日 晴天

至 14時50分

場 所 対馬南警察署３階講堂

１ 協議会
安田会長 松村委員 河原委員 前川委員 中田委員

２ 警察署
出 席 者 野中署長 奥野副署長 梅野警務課長 鳥谷刑事生活安全課長

松永交通課長
３ 書記

中村警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について
議事進行を務める会長が
「 、通常は一つ前の会議で委員から署長に対して意見を提出し
その推進状況を説明していただいているが、本年は、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により、第１回、第２回とも開催を中
止していることから、第一議案が業務推進結果となることを御
了承願いたい 」。

と説明を行ったところ、全会一致で了承された。

２ 令和３年４月から６月までの業務推進結果について
署長から次のとおり説明があった。

(1) 高齢社会総合対策の推進
ア 高齢社会総合対策重点推進地区の指定
イ 警察安全相談ニュースの配布による広報活動
ウ 高齢者と面接しての広報及び被害防止に関する助言

(2) 生活経済事犯の対策強化
会議の状況 ア 各種会合､ 広報活動を通じた被害の未然防止

イ 不法投棄等の合同監視パトロールの実施
(3) 若年層の性犯罪被害防止と性暴力への対策強化
ア ミニ広報紙等による広報
イ 「安心メール・キャッチくん」を活用した被害の未然防止と
情報収集

ウ 医療機関との連携強化
(4) 交通安全施設の点検整備の推進
ア 交通安全施設一斉点検の実施
イ 関係機関との連携強化

(5) 災害に対する事前対策及び梅雨期における災害防止対策の推進
ア 関係機関と連携した実態把握
イ 装備資機材の取扱い訓練の実施
ウ 広報活動の推進

(6) 巡回連絡の推進強化
ア 巡回連絡による地域住民との親和性の確保
イ 犯罪や交通事故防止を呼び掛ける活動の推進

３ 令和３年７月から９月までの業務運営計画について
署長から次のとおり説明があった。



(1) 警察相談窓口の周知徹底と利用促進
各種広報媒体を利用した警察相談窓口の広報推進

(2) 少年の非行防止と福祉犯被害の未然防止活動の強化
ア 各種会合、広報活動を通じた被害の未然防止
イ 街頭活動を通じた非行の未然防止
ウ 学校等関係機関との連携強化と情報共有

(3) 特殊詐欺に対する被害防止と取締活動の強化
ア あらゆる機会を通じた広報啓発活動の実施
イ 金融機関、コンビニエンスストア等関係機関・店舗との連携
強化

会議の状況 ウ 予兆電話発生時における特殊詐欺被害防止に向けたＡＴＭ警戒
(4) 通学路・生活道路対策の推進

街頭における交通指導取締りによる歩行者保護活動の推進
(5) 台風期における災害防止対策の推進
ア 関係機関との連携強化
イ 各種災害防止対策の推進

(6) 国際テロ対策の推進
ア 関係機関との連携強化
イ 広報活動及び管理者対策の推進

(7) 夏期における山岳・水難事故防止
ア 山岳・海水浴場の警戒の実施
イ ミニ広報紙による広報活動等の実施

１ 特殊詐欺対策の推進について
現状、対馬市内でも特殊詐欺未遂事案が発生している。
これを受けて、金融機関が特殊詐欺被害防止の｢最後の砦｣になる

であろうことから、金融機関が振り込みを止めてくれるように、警
察が金融機関とより連携を取ってもらいたい。

提 出 意 見 ２ 積極的な情報発信・情報共有について
「 」 、警察が開設している 安心メール・キャッチくん 等を利用して

、事件・事案情報等を積極的に関係機関や市民に情報発信してもらい
その上で情報を共有させてもらいたい。

３ 街頭活動の強化による各種犯罪抑止活動の推進について
対馬市の場合は､少年の非行というより、20歳前後の青年の暴走行
為やコンビニエンスストアでのい集が目立つことから、街頭活動を
強化し、各種犯罪抑止に努めてもらいたい。


